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1. はじめに 

2011年 3月 11日の東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所事故により環境中へ放出され

た様々な放射性核種のうち、約 1 年 9 ヶ月後の現在も高濃度で広く農業環境中に存在するのは、放射

性セシウム（物理的半減期 2.07 年の 134Cs と同 30.1 年の 137Cs）である。 
農地あるいは農業集水域内における放射性 Cs 存在量は、放射壊変による物理的半減期に従って減少

するだけではなく、大気からの湿性・乾性沈着、灌漑水、表流水、堆肥等による系外からの放射性 Cs
の収入と、降下浸透水、地下水、土壌侵食、河川等による系外への放射性 Cs の支出との収支（物質輸

送に伴う増減）の影響を強く受ける（図 1）。環境中での物質輸送に伴う増減と物理的半減期を共に考

慮した放射性 Cs の半減期は、滞留半減時間と呼ばれる（駒村ら 2006）。集水域内のある地点で栽培さ

れる作物の放射性 Cs 吸収量を説明・予測するためには、その農地だけでなく、集水域スケールでの林

地や市街地等も含めた面的な放射性 Cs 輸送過程を理解する必要がある。 
本発表では、農地表面及び土壌中における放射性 Cs の輸送過程と、農作物への移行について、関係

の深い要因を整理すると共に、東電原発事故由来の放射性 Cs 動態の解明のためのモニタリング及びそ

の将来予測のためのモデル化に必要な課題等について、紹介する。 
 

 
図 1 農業集水域内における放射性 Cs 動態の概要 

 
2. 溶存態の放射性 Cs の輸送過程 

土壌に降下した放射性 Cs は、水に溶けると一価の陽イオン（Cs+）となり、大部分は土壌中の負電

荷に捕捉される。土壌中には様々な負電荷が存在するが、Cs+の吸着・固定しやすさの観点から、大き

く 3 種類に区別できる（図 2）（山口 2012）。土壌有機物やアロフェン（層状構造を持たない粘土鉱物）

などが持つ負電荷①は、Cs+よりも他の陽イオンを吸着しやすく、いったん吸着された Cs+も再び液相

中に放出されやすい。スメクタイトのような層状構造を持つ粘土鉱物（2:1 型層状ケイ酸塩鉱物）が持

つ負電荷②は、Cs+を選択的に吸着しやすいが、他の陽イオンとの競合吸着によって Cs+の脱着も生じ

る。負電荷①と②は交換態であり、その合計はおよそ陽イオン交換容量（cation exchange capacity, CEC）
に相当する。これらに対して、風化した雲母、イライト、バーミキュライトなどが持つ負電荷③はフ
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